
「奥の細道」は、松尾芭蕉の紀行文として知られるとともに、一

般には芭蕉の通った道と認識されていますが、“奥の細道はどの

道か”について、諸説あり定かでありません。

これらのことから“多賀城への道とは別の道である”との認識で、岩切から富谷までの奥の細

道経路の現地調査を続けて来た当街道交流会会員の花房宏行さんに、その成果について説明して

いただきます。

［日 時］ 3 月 7 日（土） 14 時～16 時

［場 所］ 日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター） 研修室２

青葉区旭ヶ丘 3-27-5（地下鉄旭ヶ丘駅隣） TEL 022-276-2110

［講 師］ 花房 宏行 さん（岩切歴史探訪会代表 みやぎ街道交流会会員ほか）

［その他］ 勉 強 会 参加費無料 定員 60 名

街道談義（勉強会後の交流会）会場は当日受付で、参加費 4,500 円/人

参加申込は、2 月 27 日までに下記申込書を事務局へ郵送・Mail・FAX 送付ください。

みやぎ街道交流会勉強会 お知らせ

「奥の細道は岩切～富谷間か？」 ～岩切・富谷間の経路調査成果～

みやぎ街道交流会 事務局 〒980-0802 仙台市青葉区二日町 13-17
TEL 080-3322-1966 FAX 022-262-0379 Email miyagi.kaidou@gmail.com

芭蕉の『奥の細道』には、｢…かの画図にまかせてたどり行

ば、おくの細道の山際に十符の菅有。今も年々十符の菅菰を

調て国守に献ずと云り。…」とあります。

また、『曾良名勝備忘録』の記事には、「今市ヲ北へ出ヌ

ケ、土橋有 北ノツメヨリ六七丁西へ行所ノ谷間百姓やしき

ノ内也 岩切新田ト云 カコヒ垣シテ有 今モ国主ヘ十符ノコ

モアミテ貢ス 道田ノ畔也 奥ノ細道ト云 田ノワキニスゲ植

テ有」と記されています。

※ 奥の細道の諸説 １：東街道の白河以北を呼ぶ説
２：東街道の東光寺門前から北に分かれて富谷を抜

け 吉岡で奥州街道にいたる間道説 等々
1/5 万地形図
（明治 40年）より

みやぎ街道交流会事務局 あて

※みやぎ街道交流会会員の場合は、
住所及び連絡先は不要です。

＠※ e-mail

4,500円 □ はい

※ 住 所

［第Ⅰ部］ 勉強会に参加しますか

［第Ⅱ部］ 街道談義に参加しますか

※ F A X

ふりがな

※ 街道談義の参加ｷｬﾝｾﾙは3月27日（金）までに下記事務局に連絡ください。期日を過ぎたｷｬﾝｾﾙは受けかねますのでご了承ください。

□ いいえ

※ 電 話

備 考募集定員

飲物（ソフトドリンク、ｱﾙｺｰﾙ類有り）

無料 □ はい □ いいえ50名

20名程度

内 容 項 目 参加費 参 加 内 容

申込み日： 月 日

みやぎ街道交流会 平成26年度 勉強会「奥の細道は岩切～富谷間か？」 参加申込書

□の項目は、必要項目にレ印や■等を付けください。

ふりがな
□ 男
□ 女氏 名

団体名 (NPO等の所属団体ある場合は記入）


